	２４年度 第２回常務理事会議事録


１)日  時  平成２４年　５月　９日(水)１８：３０～２１：３０
２)場  所  宮城県放射線技師会館

３)出席者  阿部（養）、山田、前谷津、立花、長谷川、
大友、引地、安彦、三浦
欠席者　　村井、沼田
４)開会の辞　　山田副会長
５)会長挨拶 

６)議事録作成　山田副会長
７)議事録署名人　長谷川、大友
①議　事

1． 前回議事録の確認

2． 今後の行事
５月　９日（水）　第２回常務理事会
５月１１日（金）　青葉画像研究会

５月１６日（水）　第３回スキルアップカンファレランス
５月１９日（土）　県民公開講演会、第４３回総会
５月２５日（金）　みちのく核医学の会

６月　１日（金）　日本放射線技師会

創立６５周年祝賀会

６月　２日（土）　日本放射線技師会総会　

６月　９日（金）　フレッシュマンズセミナー
６月１３日（水）　第３回常務理事会
６月１６日（土）　ＯＢ部による会館清掃

６月２７日（水）　第２回理事会
６月３０日（土）　宮城消化管撮影技術研究会

②議　題

協議事項
１．第４３回総会について
①　総会資料の収支決算書について
　収支決算報告において収支金額には変更はない。税理士に未収金について確認を取ったところ、回収できない会費を資産として計上すると遊休財産として見なされてしまうこととなる。会費未収金が約２００万円ある。未収金を含めた遊休財産として処理を行うと実際に使用できる金額が少なくなり、会計的にやりにくくなる。

回収できない会費を財産から外す方法を提案したい。方法としては貸倒引当金と雑費として処理する二つの方法がある。雑費として処理するには現在の状況ではできないので貸倒引当金を使用した収支計算書、正味財産書、貸借対照表、財産目録を新たに修正作成した。

理事にメールで新たな収支決算書の修正案の審議をしていただき、承認が得られたことの確認を取ってから総会に提出したい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
· 承認されたら、正誤表を作成して総会に提出する
こととする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承

③　会費未納者についての取り扱いについて
　今年度中に会費未納者に対して、会費を払うか除籍
にするかの選択をしなければならない。また、今後総会での議決権や転入者・転出者の取り扱いなどの管理面
についても、どのような取り扱いをするかを決めなくてはならない。さらに、未納金収集に関してマンパワーが必要であると考えられる、プロジェクトチームを作って対応してはどうか。
　
· 罰則等の諸規程は新公益法人移行後に検討することとしていた。今年度は現行の規程で対応しなければならないが、実際に運用してこなかった経緯がある。
· 年度内に規程案を作成することとする。

· 会費未納者に対しての回収担当者を充て、対応していくこととする。
２．新法人移行の進捗状況について

　５月の決算総会が終われば、Ｇ表以外の項目全部が差し替えになることになった。さらに、２４年度の見込みも新たに追加することになった。決算総会で変更や修正が出る可能性があるので、それの確認をした後に申請書を仕上げ直すこととし、その後に県に提出することになる。
３．施設アンケートについて
今年度の事業計画にあるように、宮城県内の放射線機器を有する施設の状況を把握するため調査を行いたい。調査項目としては、技師人数、雇用形態、放射線科医人数、設備の整備状況、装置の台数等である。
回答を得やすいために公式文書で施設宛てに出したいと考えている。
· どこまでの施設のデーターをとるか。

　　　診療放射線技師のいる施設まででよいか。
· 雇用形態のような個人情報的な項目があると、協力を得られないことがある。
· どのような目的であるかを明確にしてから、項目を挙げて調査をする形がよいと思われる。
-　　調査を実施できるように今後進めていくこととし業務調査担当理事や放射線業務委員会と協議していく。さらに、放射線機器管理士班に打診していく。
４．放射線施設教育訓練プログラム研究会の発足について
　現在、放射線の教育訓練を年１回行うことが義務付けられている。しかし、ほとんどの施設では十分な教育を行っていないと考える。または実施していないかと思われる。このような状況から、各施設で行われている内容を集約して、その年の教育訓練のプログラムを作って各施設で行えるようになれば、担当者の負担も少なくなり、内容の質が良くなるのではないかと考え、そのような研究会を立ち上げたいと考える。
-　研究会でなくても良いのではないか、放射線業務委員会に相談してみてはどうか。

５．その他
①　宮城県放射線技師会入会申請書について
　申請書の大きさをＰＣから出しやすいＡ４サイズのホーマットに変更し、内容の一部を修正した。
　将来的に他県からの異動者について、単に異動届けを受理していた。再入会の措置を執るべきか検討することが望ましいと考えられるが、従来の取り決めで行うこととする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承

2 「静脈注射（穿刺行為は除外）に関する講習会について
　厚生労働省の「チーム医療推進方策検討ＷＧ」において、診療放射線技師の業務範囲の見直しに関する検討が行われ、「ＣＴ・ＭＲＩ検査等において造影剤投与後の静脈路の抜針および止血をおこなうこと」が取り上げられた。そのため、日本放射線技師会は講習会を開催する計画を立てているうえで講習会における運営担当者１名の推薦の依頼が来ている。

　
‐本会からは学術部長の大友理事を推薦する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承
③　　医療画像情報精度管理士講習会について
平成２４年９月２３日（日）、会場は仙台医療センター　

メディカルトレーニングセンターを予約した。５０名の受講が可能である。この予定で良いか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承
· 日本放射線技師会に報告する。
④　メーリングリストについて

　ホームページが正式運用開始した後に、常務理事会（監事を含む）、理事会（監事を含む）、各部、各委員会、各支部のメーリングリストを開設する予定である。

　その他に、必要なメーリングリストがあれば提案して頂きたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承
　各部・委員会報告事項
１．総務部
①　第４３回総会について

　総会資料を５月２日に発送した。今回は袋詰めと発送を郵メールにお願いした。
　５月８日、せんだいメディアテークと会場の打ち合わせを行ってきた。
　各理事、支部長に委任状の取りまとめを依頼した。
②　フレッシュマンズセミナーについて
　開催日：平成２４年度６月９日（土）

　時間：午前１０時から午後５時

　会場：情報・産業プラザ　情報化研修室（５Ｆ）
　今回は日本放射線技師会と共催の形で以下の内容で

行う。
１）技師会紹介　　　　　　　阿部　会長
２）医療被曝関係　　　　　小原　崇泰　法人部
３）感染対策　　　　　　　　池田　しのぶ　先生
４）気管支解剖　　　　　　佐々木　正臣　

５）接遇関係　　　　　　　　長久保　美奈　先生

６）ＫＹＴトレーニング　　　佐賀　利英　先生

案内状を１２８施設に送付している。すでに何施設から参加申し込みが届いている。
２．法人部
①　放射線被ばく関係する講演会と相談会について
　ⅰ．　平成２４年４月２２日（日）　ＮＴＴ仙南ＯＢ会
　　講師　村井法人部長　
相談会担当　八島、石倉　（相談者３名）

　ⅱ．　平成２４年４月２６日（木）　村田町保健推進会
　　講師　村井法人部長　
相談会担当　八島、村井　（相談者５名）

　
②　平成２４年度県民公開講演会のポスターを配布
　　Ａ３カラー印刷１００部　６，５５０円
　　県内６０の施設に郵送、郵送代７，２４０円

③　４月７日、ＪＡＲＴ認定「放射線管理士」認定講習会学習教材収録終了（講師：村井）

④　５月１１日、青葉画像研究会で話題提供

　　「県南地区での被ばく相談活動を通じて」

　演者：村井法人部長
３．学術部
①　スキルアップカンファレンスのについて

第３回のスキルアップカンファレンスを５月１６日(水)に開催する。会場は工事のため地域医療研修センター４Ｆ
に変更した。

　内容は、

（胸部領域）　肺炎　塚原　真人（仙台厚生病院）　、

（腹部領域）　消化管穿孔　栗田　準一郎　（大学病院）
②　2４年度技術講習会について
日時：平成２４年７月１４日（土）　１３時～

会場：広南病院東北療護センター

内容：ＳＰＥＣＴの画像再構成について　

１３：００～１４：００
ＦＢＰを中心に画像再構成の原理

　　１４：１０～１７：００
　　　　　プロミネンスプロセッサーによる実習
　　参加人数：２０名とする

　　　当初予定していた「ＯＳＥＭについて」は時間の関係上行わないこととした。

４．広報部
①　新ホームページを公開について

５月１日、新ホームページを公開した。ＵＲＬは従来と同じである。但し、現在は従来のＯＣＮサーバーに新サイトのトップページをアップロードし、下層コンテンツにアクセスした時点で新サーバー内のサイトへ転送する構成となっている仮公開状態である。
今後の作業は、

ＤＮＳの管理をＯＣＮから、「お名前.com」に変更手続きしその後ＤＮＳを変更して正式な公開・運用となる。

②　新ホームページの研修について

５月８日、ホームページ運営委員（４名）が新ホームページの編集、運営について研修を受けた。
③　会報ＭＡＲＴのリニューアルについて
５月半ばに７月号（ＭＡＲＴ７８号）発刊に向けた企画会議を計画している。
５．財務月例会計報告（４月分）
①　郵便局会費口座より、２，０００，０００円を郵便局普通口座へ移行した。
2 郵便局普通口座より９００，０００円手元現金化した
3 広報部、法人部、事務局、第４支部に各１００，０００円、会館事務に５０，０００円前渡し金を渡した。
4 ５月１日現在、手元現金５３２，６４３円
６．事務局報告

①　会員異動

１．　新入会　　　なし

２．　再入会　　　なし

３．　県内異動　　

　飯田　敏幸　　　東北公済病院健康医学センター　
→　自宅
４．　転　出　なし

５．　転　入　なし

６．　退　会　なし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　会員数　　５３６名

７．ＯＢ部
①　履歴書調査について
　　ＯＢ部の履歴調査の案内文を作成した。５月１５日に発送する。締切日は７月１日とした。
８．閉会の辞　前谷津副会長
以上、２１時３０分閉会となる。

２０１２年　５月　９日

議　　　　　長

会　　　　長　　　阿　　　部　　　　養　　　悦　　㊞

議事録署名人　

常務理事    長谷川　圭三　㊞

常務理事  　　大友　一匡　㊞

